
プロ野球イースタン・リーグ公式戦（プロ野球2軍公式戦）が4年ぶりに
長生の森公園野球場で開催されます。ぜひご来場ください！

◆チケット

千葉ロッテ
マリーンズ

北海道日本ハム
ファイターズ

問合せ　茂原シリーズ総合案内　☎03（5704）9888
※月～金および開催前日9時～18時、開催当日9時～15時

©C.L.M ©H.N.F.

体育課窓口やインターネットから購入可（前売り5月1日～）
内外野全席自由席　・高校生以上　2,000円（前売1,800円）
　　　　　　　　　・子　ど　も　1,000円（前売　800円）
※長生郡市内小中学生には、無料招待券を配布します。

◆来場方法

詳しくは、体育課ウェブページをご覧ください。

・長生の森公園臨時駐車場（500台）
・茂原市中央公民館北側駐車場（80台）
※無料シャトルバスによる送迎あり（9時～）

多目的広場
（臨時駐車場）

長生の森公園
野球場

幼稚園
二宮保育所

至長柄町
至高師

プロ野球イースタン・リーグ公式戦
茂原シリーズ2023

長生の森公園野球場
13時試合開始（11時開場）

2019年開催の様子

緑ヶ丘入口

2023
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所得制限限度額 所得上限限度額
扶養親族等の数（カッコ内は例） 所得額 収入額の目安 所得額 収入額の目安

0人（前年末に児童が生まれていない場合 等） 622万円 833.3万円 858万円 1,071万円
１人（児童１人の場合 等） 660万円 875.6万円 896万円 1,124万円
２人（児童１人＋年収103万円以下の配偶者の場合 等） 698万円 917.8万円 934万円 1,162万円
３人（児童２人＋年収103万円以下の配偶者の場合 等） 736万円 960万円 972万円 1,200万円
４人（児童３人＋年収103万円以下の配偶者の場合 等） 774万円 1,002万円 1,010万円 1,238万円
５人（児童４人＋年収103万円以下の配偶者の場合 等） 812万円 1,040万円 1,048万円 1,276万円
※�扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者および扶養親族（里親などに委託されている児童や施設に入所して
いる児童を除く。以下、「扶養親族等」）ならびに扶養親族等でない児童で前年の12月31日において生計を維持した
者の数をいいます。扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベース）は、１人につき38万円（扶養親族等が同一
生計配偶者（70歳以上の者に限る）または老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額となります。
※�「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給与所得控除や医療費控除、雑
損控除等を控除した後の所得額で所得制限を確認します。

問合せ　子育て支援課（２階）　☎（20）1573　6（20）1610

◆請求方法
　5月31日㊌までに子育て支援課または本納支所へ認定請求書を提出
※認定請求書は子育て支援課・本納支所で入手。郵送を希望の方はご連絡ください。
※ぴったりサービスによる電子申請も可能です。
※期限後に提出された場合は、請求をした月の翌月分からの受給となります。

　令和４年度の児童手当・特例給付を
受給していない方が、令和５年度分を
受給するためには、改めて「児童手当・
特例給付　認定請求書」の提出が必要
です。
　令和５年度の所得が所得上限限度額
未満となり、審査結果が認定となった
場合は、令和５年６月分から児童手当・
特例給付を受給できます。

～所得上限限度額以上により児童手当等を受給していない方へ～
令和５年度の申請を受け付けています

　

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

４
月
９
日
㊐
に
行
わ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
投
票
結
果
、
得
票
数
は

茂
原
市
開
票
区
の
も
の
で
す
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９　
6
⒇
１
６
０
４

千
葉
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
結
果

投票結果
当日有権者数 74,347人
投票者数 29,001人
投票率 39.01%

投票率（男） 38.90%
投票率（女） 39.11%
有効投票数 28,462票

得票数（届出順・敬称略）

西ヶ谷�まさし 8,497票

市原� あ つし 9,925票

こうご� 研二 5,923票

三 橋� 弘 明 4,117票
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　市では、昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅の耐震化を推進するため、木造２階以下の一
戸建ての住宅の所有者・居住者を対象に、耐震相談会（個別簡易耐震相談）の開催を予定しています。
この機会を利用してご自宅の耐震性について考えてみませんか？

　

4
月
の
統
一
地
方
選
挙
が
終
わ

り
、
茂
原
で
も
県
議
会
議
員
2
名

（
現
職
１
、
新
人
１
）
が
選
出
さ
れ
、

市
政
も
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
私
の
4
期
目
の
任
期
も
残

り
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
振
り
返

れ
ば
15
年
前
、
県
議
会
議
員
2
期

目
に
当
選
し
た
ば
か
り
の
翌
年
に

任
期
半
ば
で
市
長
選
に
立
候
補
し
、

当
選
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
中
で
も
、
火
の
車
だ
っ

た
財
政
状
況
を
一
日
も
早
く
立
て

直
す
こ
と
を
最
大
の
目
的
に
掲
げ
、

問
題
点
を
拾
い
出
し
、
一
つ
ず
つ

痛
み
を
覚
悟
し
な
が
ら
処
理
を
し

て
き
た
こ
と
に
は
、
自
負
が
あ
り

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
の
財

政
状
況
は
当
時
の
危
機
的
状
況
か

ら
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
私
的
に
は
ま
だ
道
半
ば
の

よ
う
な
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
間
の
心
理
と
し
て
、
少
し
健

全
化
が
進
む
と
、
次
に
今
ま
で
我

慢
し
て
き
た
こ
と
に
取
り
組
み
た

い
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
、
私
も
、

3
期
目
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
新

規
事
業
を
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て

い
た
矢
先
、
あ
の
令
和
元
年
の
水
害

が
起
こ
り
ま
し
た
。
あ
れ
さ
え
な

け
れ
ば
、
新
市
民
会
館
の
建
設
に

着
手
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
地

籍
調
査
や
道
路
改
修
工
事
な
ど
に

も
、
も
う
少
し
積
極
的
な
予
算
を

履
行
で
き
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
死
亡
者
ま
で
出
て

し
ま
っ
た
災
害
は
、
短
期
に
復
興

さ
せ
る
た
め
に
多
額
の
財
政
支
出

を
伴
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の

水
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
、
私

は
4
期
目
の
立
候
補
を
決
め
た
よ

う
な
も
の
で
す
。
私
の
仕
事
は
い

つ
も
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、

立
て
直
し
ば
か
り
の
市
長
人
生
だ

と
自
分
で
も
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
れ
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安

と
相
ま
っ
て
の
強
烈
な
イ
ン
フ
レ
、

4
期
目
は
茂
原
七
夕
ま
つ
り
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

中
止
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
振
り
回
さ
れ
、
混こ
ん
と
ん沌
の

中
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
事
業
と
し
て
、
強
い
て

挙
げ
る
な
ら
ば
、
二
度
と
水
害
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
一
宮
川
河

川
改
修
を
着
々
と
進
ま
せ
て
、
少

し
で
も
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う

か
。（
桜
の
景
観
は
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
命
に
は
代
え
ら
れ

ま
せ
ん
）
駅
前
の
再
開
発
は
、
イ
オ

ン
に
は
何
度
と
な
く
店
舗
の
再
開

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
い

ま
だ
に
前
向
き
な
話
は
出
て
き
ま

せ
ん
。
駅
前
再
開
発
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
こ
こ
で
は
言
え
な
い
、

魅
力
的
な
案
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ

た
の
で
す
が
、
実
現
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
茂
原
市
に
は
広
域
の
事

業
も
含
め
、
多
額
の
予
算
を
伴
う

事
業
が
ま
だ
い
く
つ
も
控
え
て
い

ま
す
。
茂
原
市
（
新
市
民
会
館
建
設
、

地
籍
調
査
、
一
宮
川
河
川
改
修
等
）

広
域
（
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
、
長
生
病
院
Ｂ
棟
改
築
、
消

防
庁
舎
建
設
）
そ
し
て
そ
れ
以
外

に
も
、
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
１
年
の
間
に
、
奇
跡

的
に
税
収
が
増
え
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
夢
物
語
な
の
で
、
こ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
順
番
を
付
け
、
い

か
に
お
金
を
使
わ
な
い
で
う
ま
く

処
理
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

を
、
市
の
職
員
と
一
緒
に
知
恵
を

絞
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

私
の
課
題
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
て

お
り
ま
す
。

市
長
市
長
がが
行
く
行
く

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て

―
市
長
と
し
て
の
今
ま
で
そ
し
て
こ
れ
か
ら
―

茂
原
市
長　

田

中

豊

彦

No.147

申込み・問合せ　建築課（８階）　☎（20）1588　6（20）1606

◆日時・会場　各回13時～ 17時、1組50分程度
開　催　日 会　場 予約受付期間

第1回 5月31日㊌ 市役所1階101会議室 ～ 5月24日㊌
第2回 6月25日㊐ 市役所市民室 ～ 6月19日㊊
第3回 7月26日㊌ 市役所1階101会議室 ～ 7月19日㊌

◆申込方法　　　　　　　　　　　　　　　
予予約受付期間内に建築課へ電話
または申込フォームから事前予約制
◆定員
　各回16組程度
（申込順）

※申込状況により、中止・変更となる場合があります。
▲申込フォーム

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　6（20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム

木  造  住  宅

を開催します

無 料 耐 相 談 会震
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        ◆
生
涯
学
習

　

市
民
誰
も
が
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
や
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
自
主

的
に
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
学
校
教
育

　

学
校
施
設
整
備
や
教
育
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
的

な
読
書
活
動
や
学
習
活
動
を
推
進

し
確
か
な
学
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
で
豊
か

な
学
校
給
食
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

関
係
機
関
と
の
連
携
・
施
設
の

有
効
活
用
に
よ
り
、
市
民
誰
も
が

気
軽
に
日
常
で
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

�【
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
】

◎
河
川
改
修
事
業

　

流
域
の
浸
水
被
害
軽
減
対
策
と

し
て
、
乗
川
に
つ
い
て
は
、
橋
梁

架
け
替
え
に
向
け
て
、
河
川
改
修

用
地
の
取
得
を
進
め
、
梅
田
川
に

つ
い
て
は
、
橋
梁
の
架
け
替
え
お

よ
び
護
岸
工
事
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

◎
内
水
対
策
関
連
事
業

　

内
水
被
害
の
軽
減
対
策
と
し
て
、

排
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
排
水
路
等
の

整
備
を
推
進
し
、
大
雨
に
よ
る
床

上
床
下
浸
水
や
道
路
冠
水
等
、
排

水
不
良
地
域
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◎
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

◎
交
通
安
全
施
設
管
理
事
業

　

市
道
７
路
線
の
歩
道
等
交
通
安

全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
通
学
路
を
中
心
に
区
画
線
の

引
き
直
し
、標
識
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

◎
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業

　

現
在
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
助

成
に
加
え
、
高
校
３
年
生
相
当
ま

で
医
療
費
助
成
を
拡
充
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
に
対

し
て
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
与

え
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
小
学
校
区
の
学
童

ク
ラ
ブ
を
整
備
し
、
待
機
児
童

の
解
消
に
つ
な
げ
ま
す
。

◎
学
校
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
事
業

　

多
子
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
給

食
費
を
無
償
化
す
る
と
と
も
に
、

食
材
費
の
高
騰
分
を
市
で
負
担
す

る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
第
２
次
３
か
年
実
施
計
画
で
は
、
防
災
・
減
災
施
策
や
交
通
安

全
施
策
を
は
じ
め
と
す
る
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
や
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
な
ど
の
「
子
育
て
支
援
」
を
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

茂原市第２次３か年実施計画を策定
～未来へつながる「交流拠点都市」もばらを目指して～

　この計画は、茂原市基本構想で掲げた将来都市像「未来へつながる『交流拠点都市』もばら」を実現す
るための「前期基本計画（令和３年度～７年度）」における各種施策の具現化を目指し、令和５
年度から７年度までの３年間における、各種施策の展開や行財政運営の指針とするものです。
　第２次３か年実施計画は、市公式ウェブサイトで全文をご覧になれます。

重 

点 

施 

策

▲公共施設見学会

教
育
文
化

 

人
が
育
ち
文
化
と
歴
史
が

と
け
あ
う
ま
ち

  

基
本
計
画
に
お
け
る
６
つ 

  

の
基
本
政
策
お
よ
び
基
本 

  

政
策
に
沿
っ
た
主
要
事
業
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に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く

り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

◆
文
化
芸
術

　

展
示
事
業
や
講
座
事
業
を
開
催

し
、
市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る

機
会
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
護
・
保
存
や

伝
統
芸
能
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

◆
青
少
年
健
全
育
成
と
家
庭
教
育

　

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
適
切

な
環
境
づ
く
り
と
非
行
防
止
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
に

学
習
機
会
を
提
供
し
家
庭
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
国
際
化

　

姉
妹
都
市
交
流
な
ど
の
国
際

交
流
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の

国
際
感
覚
の
醸
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、
外
国
人
市
民
が
暮
ら

し
や
す
く
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

 

主
要
事
業

•

（
中
学
校
）
国
際
教
育
推
進
事
業

１
億
４
７
２
万
円

　

 

学
校
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
事
業

１
億
４
９
１
３
万
円

•

中
学
校
施
設
整
備
事
業

１
億
７
６
６
５
万
円

◆
地
域
福
祉

　

社
会
福
祉
協
議
会
を
支
援
し
、

多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
施
設
整
備
を
実
施
し
、
待

機
児
童
解
消
を
図
る
と
と
も
に
民

間
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
助
成
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
助

成
を
拡
充
し
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
生

活
支
援
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
就
労
支
援
な
ど
を
通
じ
て
社

会
参
加
の
促
進
を
推
進
し
ま
す
。

◆
保
健
医
療

　

新
た
な
健
康
増
進
計
画
を
策
定

し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
疾
病
予
防
対
策

と
し
て
各
種
の
健
（
検
）
診
や
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

◆
社
会
保
障

　

疾
病
予
防
の
た
め
、
健
康
診
査

や
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
生
活
困
窮
者

の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

 

主
要
事
業

•

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

６
億
２
４
８
７
万
円

　

 

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業

５
３
１
４
万
円

•

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

４
億
４
４
８
８
万
円

•

重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
医
療
費
助
成
事
業

４
億
４
０
２
６
万
円

•

予
防
接
種
事
業

７
億
３
８
３
８
万
円

◆
農
林
業

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
防
止
し
、
優
良
農
地
の
保
全
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
用
排
水
施
設

は
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
整
備

を
進
め
ま
す
。

◆
商
工
業
・
中
小
企
業

　

企
業
立
地
の
推
進
に
よ
り
、
就

業
機
会
の
拡
大
や
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

等
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
よ
り
、

本
市
が
有
す
る
地
域
資
源
を
発
掘

し
、
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
で

地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

◆
雇
用

　

市
庁
舎
１
階
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
、
多
様
な
働
き
方

を
支
援
し
ま
す
。

 

主
要
事
業

•

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

６
５
５
５
万
円

•

企
業
立
地
促
進
事
業

５
０
８
６
万
円

•
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

１
６
２
６
万
円

◆
防
災
・
消
防

　

防
災
教
育
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
活

動
を
支
援
し
、「
自
助
」「
共
助
」

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
備
蓄
品
の
整
備
拡
充
を

図
り
ま
す
。

◆
道
路

　

利
便
性
と
安
全
性
を
確
保
し
た

道
路
整
備
、
交
差
点
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
計
画
に
基
づ
き
、

橋
梁
等
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

◆
河
川
等

　

一
宮
川
を
は
じ
め
と
す
る
二
級

河
川
に
つ
い
て
は
、
改
修
の
促
進

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
ま
す
。

ま
た
、
乗
川
・
梅
田
川
に
つ
い
て

の
計
画
的
な
改
修
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

▲コワーキングスペースアゼリア

▲地域防災訓練

健
康
福
祉

 

誰
も
が
自
分
ら
し
く

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

産
業
振
興

 

未
来
へ
の
活
力
と

に
ぎ
わ
い
が
あ
る
ま
ち

安
全
安
心

 

し
な
や
か
で安心

し
て
住
め
る
ま
ち
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◆
防
犯

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

防
犯
意
識
や
地
域
防
犯
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
灯
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
切
な
運
用
・
管

理
に
努
め
ま
す
。

◆
交
通
安
全

　
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
交

通
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
消
費
生
活

　
市
民
が
安
全
で
安
心
な
消
費
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情

報
提
供
や
啓
発
を
行
い
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

 

主
要
事
業

•

道
路
改
良
事
業

12
億
２
３
９
２
万
円

•

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

３
億
７
９
１
３
万
円

•

河
川
改
修
事
業

２
億
１
９
９
０
万
円

•

内
水
対
策
関
連
事
業

11
億
６
２
７
４
万
円

•

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

８
億
６
５
６
０
万
円

•

交
通
安
全
施
設
管
理
事
業

３
３
５
５
万
円

◆
土
地
利
用

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
適
正
な
土
地
利
用
お
よ
び

都
市
基
盤
の
充
実
し
た
計
画
的
な

市
街
地
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

◆
市
街
地
整
備

　

茂
原
駅
前
通
り
地
区
に
つ
い
て

は
、
中
心
市
街
地
と
し
て
の
商

業
・
業
務
環
境
お
よ
び
住
環
境
の

整
備
を
継
続
的
に
進
め
ま
す
。
ま

た
、
危
険
性
の
あ
る
大
規
模
盛
土

造
成
地
に
つ
い
て
、
宅
地
耐
震
化

を
推
進
し
災
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

◆
総
合
交
通
体
系

　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
道
路
な

ど
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
都

市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
着
実

な
事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
上
水
道

　

水
道
事
業
体
の
運
営
基
盤
強
化
、

用
水
供
給
料
金
の
格
差
縮
小
を
図

る
た
め
、
統
合
・
広
域
化
を
検
討

し
ま
す
。

◆
下
水
道
等

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
老
朽
化
対
策
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
設
置
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
防
止
に
努
め
ま
す
。

◆
公
園
・
緑
地

　

引
き
続
き
、
茂
原
公
園
の
魅
力

向
上
と
利
用
者
増
加
の
た
め
の
公

園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

富
士
見
公
園
、
高
久
蓮
池
公
園
の

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
公
園
施

設
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

◆
住
宅
環
境

　

個
人
住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て

相
談
会
、
耐
震
診
断
・
改
修
工
事

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き

家
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
安

全
安
心
な
住
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
市
営
住

宅
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
を
進
め

ま
す
。

◆
環
境
保
全

　

自
治
会
や
市
民
団
体
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
や
環

境
美
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
向
け
、
地
球
温
暖
化
対
策
を

推
進
し
ま
す
。

 

主
要
事
業

•

茂
原
駅
前
通
り
地
区

　
　
　
土
地
区
画
整
理
事
業

５
億
４
０
７
１
万
円

•

宅
地
耐
震
化
推
進
事
業

７
５
９
３
万
円

•

都
市
公
園
再
生
事
業

２
億
６
４
４
０
万
円

•

市
営
住
宅
長
寿
命
化
事
業

５
億
５
８
７
９
万
円

◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

広
報
も
ば
ら
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
、
身
近
で

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
育
成
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る
た

め
の
各
種
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

◆
人
権
・
男
女
共
同
参
画

　

講
演
会
や
各
種
講
座
を
開
催
し
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識

啓
発
に
努
め
、
推
進
協
議
会
に
よ

る
事
業
評
価
を
通
じ
て
第
４
次
男

女
共
同
参
画
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

◆
適
切
な
行
財
政
運
営

　
記
念
品
の
拡
充
や
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
の
利
用
、
情
報
発
信
の
強
化

に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
推

進
し
、
財
源
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
行
政
改
革
と
情
報
化

　

先
端
技
術
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
り
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
行
政
の
効
率
化
に
つ

な
げ
ま
す
。
地
図
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
で
は
行
政
情
報
を
可
視
化
し

て
発
信
し
、
市
民
双
方
向
シ
ス
テ

ム
の
運
用
に
よ
り
市
民
協
働
の
課

題
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

 

主
要
事
業

•

広
報
発
信
事
業

９
２
５
６
万
円

•

ふ
る
さ
と
茂
原
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
応
援
寄
附
推
進
事
業

２
億
３
４
０
７
万
円

　

 

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
事
業

６
５
０
万
円

▲茂原公園の桜

都
市
環
境

 

利
便
性
と
落
ち
着
き
が

共
存
す
る
ま
ち

協
働
推
進

 

市
民
が
主
役
の持

続
可
能
な
ま
ち
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問
合
せ

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　
6
⒇
１
６
０
３



◆
対
象
者

•
 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と

•

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

•
 

販
売
店
等
よ
り
新
品
を
購
入
し

て
い
る
こ
と

◆
対
象
製
品

① 

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機（
電
動
・

手
動
）

②
生
ご
み
堆
肥
化
容
器

※ 

令
和
４
年
度
末
で
、
環
境
保
全

課
、
本
納
支
所
で
の
助
成
販
売

は
終
了
し
ま
し
た
。

◆
対
象

　

市
内
小
学
校
に
就
学
し
、
保
護

者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

◆
利
用
期
間

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

◆
募
集
学
童
ク
ラ
ブ
・
人
数

夏
期
茂
原
学
童
ク
ラ
ブ　

 

70
人

（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

東
郷
第
１
学
童
ク
ラ
ブ　

若
干
名

（
東
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

東
郷
第
２
学
童
ク
ラ
ブ　

若
干
名

（
旧
東
郷
地
区
集
会
場
）

二
宮
学
童
ク
ラ
ブ　
　
　

若
干
名

（
二
宮
小
学
校
内
）

せ
ん
だ
ん
学
童
ク
ラ
ブ　

若
干
名

（
茂
原
小
学
校
敷
地
内
）

中
の
島
学
童
ク
ラ
ブ　
　

若
干
名

（
中
の
島
小
学
校
内
）

※ 

原
則
と
し
て
東
郷
第
１
学
童
ク

　
市
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望
す
る

方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
利
用
期
間

等
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の
約
４
割
は
生
ご
み
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
生
ご
み
は
、生
ご
み
処
理
機
等
で
堆
肥
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

肥
料
と
し
て
活
用
で
き
、
減
量
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
用
の
補
助
を
行
い
、
減
量
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
令
和
５
年
度
よ
り
対
象
製
品
を
拡
大
し
ま
し
た
。

◆
補
助
額

　

購
入
額
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）

①
上
限
１
万
８
千
円

②
上
限
２
５
０
０
円

◆
補
助
基
数
（
一
世
帯
あ
た
り
）

①
５
年
度
に
１
基

②
５
年
度
に
２
基

◆
必
要
書
類
等

　

補
助
金
交
付
申
請
書
、
販
売
店

発
行
の
領
収
書
、
品
質
保
証
書
、

身
分
証
明
書
、
振
込
先
が
分
か
る

も
の
、
容
器
等
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
写
真

※ 

申
請
書
は
環
境
保
全
課
ま
た
は

同
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

※ 

ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
支
払
い
を
し

た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
分
は
補
助

対
象
外

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

ラ
ブ
は
３
年
生
以
上
、
第
２
学

童
ク
ラ
ブ
は
１
・
２
年
生
が
対

象
※ 

夏
期
茂
原
学
童
ク
ラ
ブ
以
外
は
、

通
年
の
利
用
者
の
他
に
、
定
員

の
範
囲
内
で
募
集
す
る
た
め
、

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
選
考

◆
申
込
締
切　
６
月
15
日
㊍

◆
申
込
方
法

　

申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
等
）

を
添
付
の
上
、
子
育
て
支
援
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
。

　

申
込
書
類
は
、

子
育
て
支
援
課

ま
た
は
同
課
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
。

※ 

就
労
証
明
書
等
の
取
得
に
日
数

を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
書
類
の
入
手
を

お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

生
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３　
6
⒇
１
６
１
０

問
合
せ

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　
6
⒇
１
６
０
４

＜利用料＞
7月21日㊎～ 31日㊊ 8月1日㊋～ 31日㊍

一般 6,000円 12,000円
同一世帯で2人以上
利用する世帯 2人目以降�3,000円 2人目以降�6,000円

前年度市町村民税
非課税世帯 3,000円 6,000円

生活保護世帯 無　料 無　料
※日曜日・休日は除く　※利用料は利用日数にかかわらず定額
※その他おやつ代・保険料・特別な行事の際の実費負担あり（昼食は弁当を持参）

区分 利用期間

▲コンポスター▲ＥＭ容器
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問合せ
　 
〒297-8511　茂原市道表1　健康管理課（2階）
☎（20）1574  　（20）1600FAX

4月1日から子宮頸がん定期予防接種に
９価ワクチン（シルガード9）が追加されました

※高リスク型は子宮頸がんなど、低リスク型は尖圭コンジローマなどの原因となるものです。

※定期接種、キャッチアップ接種ともに、子宮頸がん予防ワクチンの接種を3回完了していない方が対象です。
※早い年齢で接種するほど子宮頸がんの予防効果が高いとされています。

接種の対象者には、４月上旬にワクチンの希望調査書をお送りしています。

　子宮頸がんは子宮の入り口部分にできるがんです。子宮頸がんの原因のほとんどは、HPV（ヒトパピ
ローマウイルス）の感染によるものです。日本人では婦人科領域のがんの中で、乳がんに次いで多く、年
間約 11,000 人がかかり、そのうち約 2,900 人が亡くなっています。

　

ワクチンの種類

サーバリックス 16型、18型（高リスク型）

16型、18型（高リスク型）　6型、11型（低リスク型）ガ ー ダ シ ル

予防効果のあるHPVの種類 子宮頸がんの原因を
予防できる範囲

64.9～71.2％

16型、18型、31型、33型、45型、52型、58型（高リスク型）　
　6型、11型（低リスク型）シルガード９ 81.0～90.7％

【使用するワクチン】

【定期接種】（無料） 【キャッチアップ接種】（無料）

ワクチン接種について

　HPVは100 種類以上確認されており、そのうち 15種類程度が、がんとの関連を指摘されています。
現在、HPVの感染に起因する疾患の予防ワクチンは以下の 3種類です。

ワクチンを自費で接種した方

予診票の配布方法

　平成9年4月2日から平成17年4月1日生まれの女性の方で、高校2年生から令和4年3月31日までに
国内の医療機関でサーバリックス、ガーダシルを自費で接種した方は費用の助成があります。
　詳しくは、健康管理課までお問い合わせください。

郵　送 健康管理課へ希望調査書を郵送 ⇒　後日、予診票を郵送

窓　口 健康管理課へ母子健康手帳と
希望調査書を持参　 ⇒　その場で予診票を配布

接種希望の方の
申請方法

◆対象者
小学校6年生から高校1年生相当年齢の女性

◆接種期間
高校1年生相当年齢まで
（標準的な接種期間は中学1年生の間）

※平成19年度生まれの方は、高校1年生相当
年齢を超えても、令和7年3月31日まで接種で
きます。

◆対象者
平成9年度～平成18年度生まれの女性

◆接種期間
令和7年3月31日まで

　積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方
へ、改めて接種の機会を提供します。

◆使用ワクチン

◆予約方法

【基礎疾患を有する方の範囲】

※令和5年春開始接種の対象者の方で、手元に接種券がある方は、5月9日㊋8時30分から予約を開始します。

※電話での予約は混雑が予想されます。時間をおいてかけ直すか、webでの予約をお願いします。

オミクロン株対応2価ワクチン
（ファイザー社またはモデルナ社）
◆接種期間（長生郡市内）
5月16日㊋～8月31日㊍

◆接種場所
【個別（医療機関）接種】
接種券同封の「長生郡市内の予約可能医
療機関一覧」をご確認ください。市公式
ウェブサイトに最新の情報を掲載します。

【集団接種】
茂原ショッピングプラザアスモ　2階
5月27日㊏より開始し、その後の日程は
市公式ウェブサイトに掲載します。

接種対象者

◆接種券の発送スケジュール（65歳以上）
前回接種日

電話で予約
長生郡市予防接種予約受付センター

受付時間　8時30分～17時（土日・休日も受付）

予約サイト（Web）で予約

長生郡市ワクチン接種予約サイト
https://v-yoyaku.jp/
120001-choseigunshi

☎050 (3815) 4790

9月20日～10月31日
11月1日～20日
11月21日～30日
12月1日～10日
12月11日～15日
12月16日～20日
12月21日～31日
1月1日～15日
1月16日～20日
1月21日～25日
1月26日～2月5日
2月6日～20日

配達日 予約開始日
5月8日
5月10日
5月12日
5月16日
5月18日
5月22日
5月24日
5月26・29日
5月31日
6月2日
6月6・7日
6月9日

1・2回目接種を完了し、前回接種から3カ月以上経過した以下の方 接種券の発行方法

オミクロン株対応ワクチン接種済み
オミクロン株対応ワクチン未接種

下記発送スケジュールのとおり送付
手元にある未利用の接種券で接種可能

65歳以上の
高齢者の方

5歳～64歳で基礎疾患を有する方、
その他重症化リスクが高いと医師が認める方

医療従事者、高齢者施設・障害者施設等の従事者 発行申請が必要

※令和5年4月19日現在の情報のため、変更となる場合があります。

新型コロナワクチン接種 令和5年春開始接種の実施について

発行申請が必要
（4回目接種の際に
申請した方は除く）

手元に未利用の
接種券がある場合は
その接種券で
接種可能

5月10日
5月12日
5月16日
5月19日
5月23日
5月26日
5月30日
6月2日
6月6日
6月9日
6月13日
6月16日

18歳以上の方の場合
１．以下の病気や状態の方で、通院／入院している方

２．基準（BMI 30以上）を満たす肥満の方

慢性の呼吸器の病気／慢性の心臓病（高血圧を含む）／慢性の腎臓病／慢性の肝臓病
（肝硬変等）／インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿
病／血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）／免疫の機能が低下する病気（治療中の
悪性腫瘍を含む）／ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている／免疫
の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患／神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が
衰えた状態（呼吸障害等）／染色体異常／重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知
的障害とが重複した状態）／睡眠時無呼吸症候群／重い精神疾患（精神疾患の治療のた
め入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、又は自立支援医療（精神通
院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

18歳未満の方の場合
以下の病気や状態の人で、通院/入院し
ている方
慢性呼吸器疾患／慢性心疾患／慢性腎
疾患／神経疾患・神経筋疾患／血液疾患
／糖尿病・代謝性疾患／悪性腫瘍／関節
リウマチ・膠原病／内分泌疾患／消化器
疾患・肝疾患等／先天性免疫不全症候
群、HIV感染症、その他の疾患や治療に
伴う免疫抑制状態／その他の小児領域
の疾患(高度肥満、早産児、医療的ケア
児、施設入所や長期入院の児、摂食障害)
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◆使用ワクチン

◆予約方法

【基礎疾患を有する方の範囲】

※令和5年春開始接種の対象者の方で、手元に接種券がある方は、5月9日㊋8時30分から予約を開始します。

※電話での予約は混雑が予想されます。時間をおいてかけ直すか、webでの予約をお願いします。

オミクロン株対応2価ワクチン
（ファイザー社またはモデルナ社）
◆接種期間（長生郡市内）
5月16日㊋～8月31日㊍

◆接種場所
【個別（医療機関）接種】
接種券同封の「長生郡市内の予約可能医
療機関一覧」をご確認ください。市公式
ウェブサイトに最新の情報を掲載します。

【集団接種】
茂原ショッピングプラザアスモ　2階
5月27日㊏より開始し、その後の日程は
市公式ウェブサイトに掲載します。

接種対象者

◆接種券の発送スケジュール（65歳以上）
前回接種日

電話で予約
長生郡市予防接種予約受付センター

受付時間　8時30分～17時（土日・休日も受付）

予約サイト（Web）で予約

長生郡市ワクチン接種予約サイト
https://v-yoyaku.jp/
120001-choseigunshi

☎050 (3815) 4790

9月20日～10月31日
11月1日～20日
11月21日～30日
12月1日～10日
12月11日～15日
12月16日～20日
12月21日～31日
1月1日～15日
1月16日～20日
1月21日～25日
1月26日～2月5日
2月6日～20日

配達日 予約開始日
5月8日
5月10日
5月12日
5月16日
5月18日
5月22日
5月24日
5月26・29日
5月31日
6月2日
6月6・7日
6月9日

1・2回目接種を完了し、前回接種から3カ月以上経過した以下の方 接種券の発行方法

オミクロン株対応ワクチン接種済み
オミクロン株対応ワクチン未接種

下記発送スケジュールのとおり送付
手元にある未利用の接種券で接種可能

65歳以上の
高齢者の方

5歳～64歳で基礎疾患を有する方、
その他重症化リスクが高いと医師が認める方

医療従事者、高齢者施設・障害者施設等の従事者 発行申請が必要

※令和5年4月19日現在の情報のため、変更となる場合があります。

新型コロナワクチン接種 令和5年春開始接種の実施について

発行申請が必要
（4回目接種の際に
申請した方は除く）

手元に未利用の
接種券がある場合は
その接種券で
接種可能

5月10日
5月12日
5月16日
5月19日
5月23日
5月26日
5月30日
6月2日
6月6日
6月9日
6月13日
6月16日

18歳以上の方の場合
１．以下の病気や状態の方で、通院／入院している方

２．基準（BMI 30以上）を満たす肥満の方

慢性の呼吸器の病気／慢性の心臓病（高血圧を含む）／慢性の腎臓病／慢性の肝臓病
（肝硬変等）／インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿
病／血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）／免疫の機能が低下する病気（治療中の
悪性腫瘍を含む）／ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている／免疫
の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患／神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が
衰えた状態（呼吸障害等）／染色体異常／重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知
的障害とが重複した状態）／睡眠時無呼吸症候群／重い精神疾患（精神疾患の治療のた
め入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、又は自立支援医療（精神通
院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

18歳未満の方の場合
以下の病気や状態の人で、通院/入院し
ている方
慢性呼吸器疾患／慢性心疾患／慢性腎
疾患／神経疾患・神経筋疾患／血液疾患
／糖尿病・代謝性疾患／悪性腫瘍／関節
リウマチ・膠原病／内分泌疾患／消化器
疾患・肝疾患等／先天性免疫不全症候
群、HIV感染症、その他の疾患や治療に
伴う免疫抑制状態／その他の小児領域
の疾患(高度肥満、早産児、医療的ケア
児、施設入所や長期入院の児、摂食障害)
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティマイシティモバラモバラ

　江戸時代から続く伝統ある茂原六斎市を盛り上げるた
め、昌平通り（茂原郵便局周辺）において「茂原六斎市＆
マルシェ」を茂原六斎市再活性化協議会（事務局：市農政
課）の主催により開催しました。
　採れたての新鮮野菜や加工品、植木や雑貨などを販売す
る露店が約30軒出店。今回は、若い世代にも茂原六斎市を
盛り上げてもらうため、茂原樟陽高校の生徒がブースを設
け、本市の課題を探究するキャリア教育ゼミの事例発表も
行われ、多くの来場者で賑わいました。 ▲2年ぶりの開催ににぎわう昌平町通り

33/4/4
茂原六斎市＆マルシェを２年ぶりに開催！茂原六斎市＆マルシェを２年ぶりに開催！
茂原六斎市＆マルシェ

　市民体育館にて、茂原市発祥のスポーツである「タッチ
バレーボール」の体験会を開催し、21チーム、計100人が
参加しました。
　タッチバレーボールのボールは一般的なバレーボールよ
りも非常に軽く軟らかいため、誰でも気軽に楽しめるのが
特徴。今回は経験の有無でグループを分けて試合を行い、
老若男女、幅広い世代が交流しました。

　東日本電信電話株式会社千葉事業部より寄附されたヒメハ
ルゼミのオブジェの寄贈式が鶴枝公民館にて行われました。
　このオブジェは、平成4年にNTT東日本茂原ビル（八千代）
脇の電話ボックスに設置されたもの。電話ボックスが撤去
されることに伴い、鶴枝公民館の外壁へ移設されました。
　田中市長は「市内外へＰＲし、茂原市が脚光を浴びるこ
とを期待したい」と述べました。

　市では、ＳＯＵセレモニー株式会社と、「災害時におけ
る遺体の収容等に関する支援協力協定」を締結しました。
　本協定は、市内で大規模災害が発生したときに、多数の
死者および被災者が一時的または集中的に発生するような
万が一の事態において、必要な事項を定めたものです。
　これにより、大規模災害時における遺体の収容等が期待
されるとともに、より迅速な応急対策の円滑化が図れるよ
うになります。

▲年齢に関係なく、みんなで気軽に楽しめます

▲田中市長（左）、SOUセレモニー㈱坂井時正取締役副社長

▲除幕に立ち合った鶴枝保育所の園児たち

33/5/5

44/4/4

33/24/24

誰でも気軽に楽しめる「タッチバレーボール」誰でも気軽に楽しめる「タッチバレーボール」

ヒメハルゼミ、ふるさとへ帰るヒメハルゼミ、ふるさとへ帰る

災害時応急対策の強化災害時応急対策の強化

第29回茂原市スポーツレクリエーション祭

ヒメハルゼミのオブジェの寄贈式

災害時における支援協力協定の締結式
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市民の日 4月1日（H14.5.25制定）

お
知
ら
せ

柔
道
整
復
師
が
行
う
施
術
内
容

の
調
査
に
つ
い
て

　

広
報
も
ば
ら
４
月
15
日
号
に
掲

載
し
ま
し
た
「
柔
道
整
復
師
が
行

う
施
術
内
容
の
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
文

書
に
よ
る
照
会
を
行
う
委
託
業
者

が
「
株
式
会
社
オ
ー
ク
ス
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

6
⒇
１
６
０
０

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限

は
9
月
末
ま
で

申
請
は
お
早
め
に
！

　

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

（
以
前
か
ら
お
持
ち
の
方
を
含
む
）

は
、
令
和
５
年
９
月
末
ま
で
に
申

請
す
る
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
お
買
い
物
で
使
え
る
最
大
２

万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど
を
対
象

に
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
設
定
支
援

ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
申

請
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

期
限
が
近
く
な
る
と
混
雑
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
時
間

　

平
日
お
よ
び
日
曜
開
庁
日
（
第

４
日
曜
日
）
の
8
時
30
分
～
17
時

◆
場
所

　

市
役
所
２
階
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

設
定
支
援
ブ
ー
ス

◆
予
約　
不
要
（
来
場
順
）

◆
対
象　
市
内
在
住
者

◆
費
用　
無
料

◆
持
ち
物

•
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

　
そ
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

•
 

通
帳
等
（
公
金
受
取
口
座
の
登

録
を
希
望
す
る
場
合
）

•
 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
情
報

（
決
済
サ
ー
ビ
ス
Ⅰ
Ｄ
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
）

問 

総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９　

6
⒇
１
６
０
２

経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

　

販
売
目
的
で
米
な
ど
を
生
産

（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農
を
対
象
に
、
国
に
よ
る
交
付

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

◆
対
象
者

　

水
田
で
飼
料
用
米
な
ど
の
戦
略

作
物
を
、
販
売
目
的
で
生
産
す
る

販
売
農
家
・
集
落
営
農

◆
単
価

　

対
象
作
物
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

（
例
）
10
ａ
当
た
り

•
 

加
工
用
米　
　

２
万
円

•
 

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲　

８
万
円

•
 

飼
料
用
米
・
米
粉
用
米

　

 

収
量
に
応
じ
、
５
万
５
千
円
～

10
万
５
千
円

ゲ
タ
対
策
（
畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金
）

◆
対
象
者

　

麦
、
大
豆
な
ど
を
販
売
目
的
で

生
産
す
る
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
・
認
定
新
規
就
農
者

◆
単
価

　

支
払
方
法
・
対
象
作
物
・
品
質

区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ナ
ラ
シ
対
策
（
米
・
畑
作
物
の
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）

◆
対
象
者　

　

認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
・
認

定
新
規
就
農
者

◆
対
象
品
目

　

米
・
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で

ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ

◆
補
て
ん
額

　

当
年
産
の
販
売
収
入
の
合
計
が

標
準
的
収
入
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

差
額
の
９
割
を
、
農
業
者
の
積
立
金

と
国
の
交
付
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

交
付
申
請
書
を
６
月
末
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
申
請
し
た
人
も
、
今
年

　

度
分
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
内
容
に
よ
り
、
別
途
、
販
売
契

　

約
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

問
農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６　

6
⒇
１
６
０
４

５
月
11
日
㊍
～
20
日
㊏

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
な
れ
た
街　
い
つ
も
の
道
で
も　

み
ぎ
ひ
だ
り
～

　

入
園
・
入
学
を
迎
え
る
４
月
以

降
は
子
ど
も
の
関
係
す
る
事
故
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一

人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事

故
の
防
止
を
図
る
た
め
、
①
子
ど

も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

の
確
保
、
②
横
断
歩
行
者
事
故
等

の
防
止
と
安
全
運
転
意
識
の
向
上
、

③
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
の
３
つ

を
掲
げ
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
保

護
意
識
を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、

交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５　

6
⒇
１
６
０
０

妊
婦
歯
科
検
診
・
歯
周
病
検
診

を
実
施
し
ま
す

◆
日
程　
６
月
８
日
㊍

◆
受
付

妊
婦
歯
科
検
診　

13
時
～
13
時
10
分

歯
周
病
検
診　

13
時
40
分
～
14
時

※ 

歯
周
病
検
診
の
受
付
時
間
に
つ

い
て
は
、
申
込
後
、
個
別
に
ご

案
内
し
ま
す
。

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

　

妊
婦
お
よ
び
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
、
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳
・
75

歳
・
80
歳
の
市
民

◆
内
容

　

歯
科
診
察
、
歯
科
相
談
、
個
別

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

◆
費
用　
５
０
０
円

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５　

6
�
１
８
６
５

令
和
５
年
度
以
降
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
、

毎
年
５
月
末
に
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
地
域
に

お
け
る
美
化
活
動
が
定
着
し
て
い

る
た
め
、
令
和
５
年
度
以
降
は
、

実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
地
域
の

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
市
で
は
、
自
治
会
等
で
独

自
に
実
施
し
て
い
る
地
域
美
化
活

動
（
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り

等
）
に
対
し
、
今
後
も
清
掃
用
の

ゴ
ミ
袋
の
配
付
、
収
集
ゴ
ミ
の
回

収
に
よ
り
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

問 

環
境
保
全
課
（
6
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

6
⒇
１
６
０
４

ち
ょ
い
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
要
支
援
の
方
を
対
象

に
掃
除
や
ご
み
出
し
な
ど
を
行
う

生
活
支
援
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
い
手

を
養
成
す
る
た
め
、「
ち
ょ
い
と

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
６
日
㊋
10
時
～
15
時
、
７

日
㊌
10
時
～
15
時
30
分

◆
場
所

　

市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
者
（
両
日
参
加
で
き

る
方
に
限
る
）

◆
受
講
料　
無
料

◆
定
員　
30
人

◆
申
込
期
限　
５
月
26
日
㊎

◆
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
・メ
ー
ル・持
参
の
い
ず
れ

か
に
て
提
出

※ 

申
込
書
は
高
齢
者
支
援
課
ま
た

は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１

高
齢
者
支
援
課

地
域
包
括
支
援
室
（
２
階
）

houkatu@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
８
３　

6
�
６
７
８
８

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の

「
健
康
づ
く
り
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

◆
内
容

　

糖
尿
病
予
防
料
理
教
室

◆
日
時

　

５
月
24
日
㊌
10
時
～
13
時
30
分

（
受
付
９
時
45
分
～
）

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　
市
内
在
住
者

◆
人
数　
15
人
（
申
込
順
）

◆
費
用　
５
０
０
円

◆
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

◆
締
切　
５
月
17
日
㊌

◆
主
催

　

茂
原
市
健
康
生
活
推
進
員
会

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５　

6
�
１
８
６
５

福
祉
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
！

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
福
祉
関
係
団
体
、
福
祉
施

設
、
民
間
企
業
の
協
力
の
も
と
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
福
祉
こ
ど
も
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
21
日
㊐
10
時
～
14
時
（
雨

天
縮
小
開
催
）

◆
場
所　
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
駐
車
場

　

三
井
化
学
体
育
館
隣
接
駐
車
場

（
送
迎
あ
り
）

◆
内
容

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
（
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ 

Ｂ
Ｓ
Ｋ
）、
シ
ャ
ボ
ン
玉
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
（
マ
イ
ク
石
井
）、
大

道
芸
（
L
a 

F
a
m
i
l
i
a
）、

和
太
鼓
（
中
の
島
太
鼓
）、
福
祉

体
験
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
福

祉
用
具
の
展
示
、
各
種
模
擬
店

※ 

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
９
６
９

令
和
５
年
度　
長
生
郡
市
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
「
前
期
」
を

開
催
し
ま
す

　

専
門
的
な
知
識
と
技
能
を
持
っ

た
手
話
通
訳
者
に
な
る
た
め
の
最

初
の
講
座
で
、「
前
期
」「
後
期
」

の
両
方
を
修
了
す
る
と
手
話
奉
仕

員
と
な
り
、
手
話
通
訳
者
課
程
の

受
講
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

◆
日
程

　

７
月
６
日
～
令
和
６
年
２
月
１

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
27
回
、
予

備
日
を
除
く
）

◆
時
間

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

◆
対
象

　

市
内
在
住
者
（
過
去
の
講
座
に

お
い
て
前
期
講
座
を
既
に
修
了
し

た
方
を
除
く
）

※ 

応
募
者
少
数
の
場
合
、
講
座
を

実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
費
用　
無
料

※ 

教
材
費
は
実
費
負
担

◆
募
集
期
間

　

５
月
15
日
㊊
～
６
月
15
日
㊍

◆
会
場

　

一
宮
町
中
央
公
民
館
（
一
宮
町

一
宮
２
４
６
０
）

☎
�
４
５
７
６

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

〒
２
６
０
－
０
０
２
２

千
葉
市
中
央
区
神
明
町
２
０
４
－
12

千
葉
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
３
（
３
０
８
）
６
３
７
３

6
０
４
３
（
３
０
８
）
６
４
０
０

障
害
福
祉
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
６
６
６　

6
⒇
１
６
１
０

県
税
納
付
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　

千
葉
県
税
は
、
市
会
計
課
・
本

納
支
所
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
納
付
金
額
の
２
％
が
県

か
ら
委
託
金
と
し
て
交
付
さ
れ
、

市
の
歳
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

取
り
扱
い
県
税
は
、
普
通
自
動

車
税
・
不
動
産
取
得
税
・
法
人
県

民
税
・
個
人
事
業
税
・
法
人
事
業

税
で
す
。

問
会
計
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
６　

6
⒇
１
６
０
９
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Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■無料法律相談
　（予約制・民事）

5月11日㊍ 13時～15時／場所＝5階504会議室
5月23日㊋ 13時～15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 5月26日㊎ 10時～15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 5月9日㊋13時～16時／場所＝市役所5階505会議室
5月25日㊍13時～16時／場所＝ほのおか館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■無料法律相談 （要電話予約）5月24日㊌ 13時〜 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511
■シニアの
　健康・栄養相談

（要電話予約）5月8日㊊13時15分〜 16時／対象＝75歳以上
／場所＝保健センター／問合せ＝国保年金課（2階）☎（20）1503

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）5月1日㊊10時〜16時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 要電話予約）5月30日㊋9時10分〜 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６か月乳児相談 5月18日㊍（令和4年11月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6か月児健康診査 5月16日㊋（令和3年11月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 5月17日㊌（令和1年9月～10月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■こころの
　健康相談

5月22日㊊9時30分、10時45分、13時15分、14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

5月12日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

5月12日㊎・26日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支援
センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括支援
センター☎（36）2123※本納地区高齢者相談会＝5月11日㊍／場所＝ほのおか館1階相談室

■長生保健所
（※太字は予約制）

HIV等抗体検査、エイズ相談、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細
菌検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

今月の納期
●軽自動車税（全期）
■納期限は、5月31日㊌です。

介護保険の保険証を交付

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

問合せ　高齢者支援課（２階） ☎（20）1572　6（20）1610

問合せ　国保年金課（２階） ☎（20）1503　6（20）1600

　満65歳になる方（昭和33年5月2日～昭和33年6月1日
生）は、第1号被保険者の資格取得となります。5 月20
日ごろまでに保険証（被保険者証）を郵送します。

　満75歳になる方（昭和23年6月2日～昭和23年7月1
日生）は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日か
ら後期高齢者医療制度に加入することとなります。今月
末までに保険証（被保険者証）を郵送します。

問合せ　収税課（２階）☎（20）1578　6（20）1609

※軽自動車税の納税通知書は、5月12日㊎に発送予定です。
※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※地方税統一ＱＲコード（eL-QR）を利用した納付もできます。
詳しくは「地方税お支払サイト」でご確認ください。

「地方税お支払サイト」
 https://www.payment.eltax.lta.go.jp/
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●
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の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
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●
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階
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5
月
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月
で
す
。

会
員
募
集

名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ イトエ英会話 第1・3火曜日 9時30分～11時30分 イトエperson講師により日常英会話を勉強してます。英会話の
本を使用／対象＝一般／費用＝6カ月10,000円 総合市民センター ☎(38）0760　伊東

❷ 楽々
パソコンクラブ 第1・3月曜日 14時～16時 講師の指導により、パソコンの基礎を練習しています／対象＝

一般／費用＝6カ月10,000円 総合市民センター ☎(38）0760　伊東

❸ かなりや会 第1・3水曜日 13時30分～15時30分 童謡・唱歌・わらべうたなど年間300曲をみんなで歌う／
対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝月500円、入会金500円 本納公民館 ☎080(9537）9370

抜井

❹ こども書道かきかた教室 第1・3日曜日 10時～12時

全日本書芸文化院理事・茂原市書道協会会員の講師が指導。
東京　新橋演舞場プログラム表紙筆文字揮毫。大人は書道・ペ
ン字、子どもは書道・書き方。少人数制1クラス5人程度／講師
＝田中翠仙先生／対象＝小学1年生以上（保護者同伴可）／
持ち物＝書道用具、鉛筆ｕｎｉ4B ／費用＝1回1,000円

総合市民センター ☎080(8870）6018
田中

❺ 水墨画教室 第2土曜日 13時30分～15時30分 水墨画を通して教養を高め親睦を図る／対象＝一般／費用＝
3カ月4,000円 中央公民館 ☎090(1119）0920

遠藤

❻ 五郷押花サークル 第3火曜日 9時～12時
好みのお花の押花で作品を制作する楽しいサークルです。定員
になり次第締め切ります／対象＝一般（未経験者大歓迎）／
費用＝1,000円（別途教材費）

五郷福祉センター ☎090(7809）9893
吉田

❼ 五郷囲碁同好会 毎週日・火曜日 13時～16時(楽盤会）
9時～15時(大会・年6回）

囲碁の対局により、高齢者の方 な々どのボケ防止と会員の親睦
を図ることを目的にしています／対象＝一般／費用＝年3,000円 五郷福祉センター ☎080(5085）0688

山口

❽ 茂原　WINGS
①毎週月曜日
②毎週水曜日
③毎週木曜日
④毎週土曜日

①②④19時～21時
③18時～20時

地域スポーツクラブとして活動し、バレーボールの楽しさを味わい
ながら技術向上をねらい、生涯バレーボールに親しむ人材の育
成を活動目的としています。初心者でも大歓迎しておりますので、
一緒にバレーボールを楽しみましょう。クラブとして出場する大会
は、春季選手権、総合体育大会、新人大会、1年生大会と
なります／対象＝中学1 ～ 3年生男子／費用＝要問合せ

①中の島小学校
②本納中学校
③東郷小学校
④西小学校

☎090(2229）5205
中里

❾ ＮＰＯ法人ナルク茂原
「いちごの会」

「100年時代」、ナルクで「生きがい」を見つけ、明日も輝き続けませんか？ 全国組織のボランティア団体。会員同士の助け合い活動、子ども子
育て支援等の地域貢献活動。サークル会（同好会）活動、元気クラブ「ナルクサロン」（介護予防）活動／詳しくは、ホームページをご覧ください。

☎・6(26）5229
ナルク茂原「いち
ごの会」

① 骨董がらくた市と
フリーマーケット

5月13日㊏
・27日㊏ 8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090(4950）6193

小曽根

② 自然とふれあう
みどりの日のつどい

5月4日㊍㊗
(小雨決行） 13時～16時30分

公園内を季節の野草などを観察しながら散策します。自然と私
たちのかかわりについて語り合いましょう／講師＝森林インストラ
クター／対象＝小学生以上（小中学生は保護者同伴）／定
員＝20人程度／費用＝大人500円、小中高生100円／持ち物
＝筆記具、敷物、飲み物、おやつ、帽子、手袋、歩きやすい
服装、必要に応じて雨具／申込＝電話かFAXで参加者全員
の氏名・年齢・住所・電話番号をお知らせください。

茂原公園
（駐車場に集合）

☎・6(25）6280
茂原公園自然愛好
会　望月

③ 子どもふれあい食堂
しょうじゅの里 5月13日㊏ 12時～14時

(11時50分開場）
子どもとシニアのふれあいを目指す居場所です。カレー・
副菜・デザート付き。30食用意。誰でもお越しください／
費用＝子ども（高校生まで）無料、大人300円

社会福祉法人
しょうじゅの里茂原

☎(22）3007
もばら地域包括支
援センター　山口

④ ネイチャーゲーム 5月13日㊏ 10時～12時 日常にある自然の不思議を発見しよう！／対象＝一般（当日参
加可）／費用＝100円（保険代）／持ち物＝飲み物 茂原公園

☎090(1794）8318
茂 原 レ ク リ エ ー
ション協会　斉藤

⑤ 子ども食堂
米米くらぶ 5月14日㊐ 11時～ おにぎり炊き出し、無料食材配布（食材がなくなり次第終了）

／対象＝一般／費用無料
茂原市高師2234-2

（パシオス前）
☎080(1088）1359
牧

⑥ 第1回子ども自然教室
ザリガニ釣り大会 5月14日㊐ 13時30分～16時

一宮町「憩いの森」にて、森に住む生き物の観察とザリガニ釣
りを楽しみます（雨天中止）／対象＝4歳～中学生（小学校2年
生までは保護者同伴）／費用＝300円（保護者は200円）／持ち
物＝帽子、水筒、敷物、おやつ、雨具、レジ袋、バンダナ、ハンカ
チ、ティッシュ、運動できる服装と靴、虫よけなど（ザリガニ釣りの
釣り竿は持っている方はご持参ください。ない方は用意します）

一宮町「憩いの森」
（一宮町一宮6774-1近く）

☎090(8646）0443
茂原自然大好きク
ラブ　森川

⑦ ちえの和「ほほえみ」5月18日㊍ 10時～ 幸せな考え方で心を軽くする座談会。5月のテーマ：「好き」「嫌
い」を大切にしていますか？／対象＝一般／費用無料 市役所1階 ☎090(8432）6707

村瀬

⑧
第28回
保護犬猫の譲渡会
in 茂原珈琲

5月20日㊏ 11時～14時
保護犬猫が何匹か来て店内で飼い主さんを見つける場。ドリンク
1杯飲むと10円、オリジナルマグカップを買うと300円がボランティア
さんへの寄付となります。千葉県が実施している「ちばコラボ大
賞」では1次審査を通過。県のＨＰやチラシ等に掲載されています。

Dog Ｂａｒｒｉｅｒ ｆｒｅｅ
Café 茂原珈琲

（下永吉894-1）
☎(44）5120　瀬山

⑨
令和5年度　第2回
福祉のしごと就職
フェア・inちば(前期)

5月20日㊏ 13時～16時
社会福祉施設等へ就職を希望する方を対象に、求人のある社
会福祉施設等の採用担当者との個別面談や職場に関する相
談を行います／費用無料

柏の葉カンファレンス
センター ルーム5・6

（柏市若紫178-4）

☎043(222）1294
千葉県社会福祉協議会　
千葉県福祉人材センター

⑩ もばらオロシティ
まつり 5月21日㊐ 10時～15時 組合企業、その他多数企業出店。各種イベント多数あり。出

店コーナーにて飲食提供
茂原卸商業団地協同
組合会館前駐車場

☎(24）6101
組合事務局　三浦

⑪ 第53回
茂原市春の吟詠大会 5月21日㊐ 12時30分～16時 名詩を吟ずる発表大会／費用無料 東部台文化会館

☎(22）0770
茂原市吟詠協会事
務局　細谷

⑫ 茂原交響楽団
第32回定期演奏会 5月21日㊐ 14時開演

(13時10分開場）
ブルックナー　交響曲第4番 ロマンティック、ドボルザーク　チェロ
協奏曲／指揮＝土田政昭／チェロ演奏＝大友肇／入場料＝前売
800円、当日1,000円／取扱＝晶光堂（アスモ2階）、市生涯学習課

東金文化会館 ☎(23）0084　佐藤

⑬ 子ども食堂
すまいるステーション 5月21日㊐ 12時～14時

(11時50分開場）

茂原で最初に始めた子ども食堂です。チキンカレーを基本に副
菜とデザート付き。50食用意。誰でもお越しください。折り紙
教室などイベントあり。中高大生のボランティア歓迎／費用＝
子ども（高校生まで）無料、大人300円

東郷福祉センター ☎ 090（9133）6738　
丸岡

⑭
第49回　茂原市役所ロ
ビーコンサート～五月の
風に弾む　マリンバの響
き～

5月24日㊌ 12時5分～12時55分
出演者＝野口彩乃（マリンバ）、土谷友里（ピアノ）／曲
目＝道化師のギャロップ／主催＝茂原市音楽協会／後援
＝茂原市教育委員会／入場無料

市役所1階ロビー ☎090(9830）0584　
茂原市音楽協会　舘

⑮ 市民音楽祭 5月28日㊐ 10時～16時
紅葉の名所で、「両総用水の父十枝雄三翁」の新緑の屋敷跡
でコロナ禍を乗り越えて九十九里平野居住の音楽愛好家に
よる第16回の発表回です。この「偉人の森」にはコロナは
おりません。安心の上、多数のご来場をお待ちしています。

十枝の森
（大網白里市北吉田758）

☎080(9809）5505　
十枝の森を守る会　
事務局　佐藤

⑯ ナルクの活動紹介と
地域交流会 6月10日㊏ 10時～15時

「時間預託」会員同士助け合い活動、子ども子育て支援や地域
高齢者支援等のボランティア活動、サークル会や介護予防事
業・元気クラブ「ナルクサロン」の紹介と参加者との交流会

総合市民センター
☎・6(26）5229
ナルク茂原「いち
ごの会」

⑰ 令和5年度
千葉県調理師試験 10月28日㊏ 13時30分～15時30分

願書配布＝4月10日㊊～長生保健所（長生健康福祉セン
ター）／願書受付期間および受付場所＝5月29日㊊～ 6月2
日㊎（消印有効）※住所が県内にある方は住所地を管轄す
る保健所へ、住所が県外にある方は千葉県健康づくり支援
課へ簡易書留郵便により提出してください。

試験場所
幕張メッセ 国際会議場

（千葉市美浜区中瀬2-1）

☎(22）5914
長生保健所（長生
健康福祉センター）
地域保健福祉課

⑱ ポリテクセンター君津
施設見学会

ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業訓練施設です。求職中の方々が再就職に有利となる専
門的な知識や技能を習得するための職業訓練を無料で行っています。／日時＝毎週火曜日、13時～／内容
＝コース紹介・実習場の見学等／対象＝離職中または転職を考えている方／詳しくは、ホームページ（https://
www3.jeed.go.jp/kimitsu/poly/）をご覧ください。

ポリテクセンター君津
（君津市坂田428）

☎0439(57）6313
ポリテクセンター君津
訓練課

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とし、市内の公共施設等で活動している団体と茂原市認定市民活動団体が対象です。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー◎選評　斎藤正敏

　一日の始まりである朝の気配を描いた作品ですが、祈りの姿勢のある好ましい作
品です。

清
ら
か
な
時

�

中
山　

省
吾

東
の
空
が
鮮
や
か
に
色
づ
い
て

闇
に
支
配
さ
れ
た
時
間
が
解
き
放
た
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

緩
や
か
に
満
ち
て
く
る
光
の
粒
子
。

朝
の
静
寂
は
束
の
間
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

少
し
ず
つ
溢
れ
て
く
る
清
ら
か
な
も
の
だ
け
を

掌
で
掬す

く

い
、
そ
っ
と
呑
み
こ
み
な
が
ら

殺
伐
と
し
た
暮
ら
し
の
中
に

ひ
と
と
き
だ
け
の
夢
を
見
る
。

出
口
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め

物
価
高
、
平
和
を
お
び
や
か
す
戦
争
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
破
壊
な
ど

息
も
で
き
な
い
く
ら
い
生
き
づ
ら
い
世
の
中
だ
。

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
持
て
る
時
間
、

心
の
オ
ア
シ
ス
が
必
要
な
の
だ
。

ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ー
ッ
。

鳴
り
響
く
目
覚
ま
し
時
計
の
音
と
共
に

現
実
に
引
き
戻
さ
れ
る
。

ま
た
慌
た
だ
し
い
日
常
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7番地　斎藤正敏宛。※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7番地　斎藤正敏宛。
　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。

　

民
俗
学
の
一
つ
に
歴
史
民
俗
学

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
伝
承
に
加
え
、
史
料
す

な
わ
ち
古
文
書
も
同
時
に
取
り
扱

う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年

中
行
事
・
人
生
儀
礼
を
多
角
的
に

見
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
民
俗
学
を
用
い

て
昔
の
お
葬
式
の
事
例
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
紹
介
す
る
の
は
市
内

下
太
田
の
篠
崎
家
に
伝
わ
る
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
に
他
界
し
た

広こ
う

宣せ
ん

院い
ん

と
い
う
方
の
「
葬
式
録
」

で
す
。
ま
ず
記
録
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
表
紙
）
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慶
応
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丙
寅
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月
十
五
日

  

広
宣
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昔
は
土
葬
で
す
か
ら
、
棺
を
輿こ

し

で
運
び
ま
す
。
導
師
は
下
太
田
村

内
の
、
万
光
院
の
體た

い

玄げ
ん

院い
ん

が
務
め
、

死
者
を
偲
び
回え

こ
う向
す
る
歎
読
に
は

近
隣
の
長
尾
村
の
大
東
寺
、
棺
開

の
時
に
は
や
は
り
近
隣
で
あ
る
小

林
村
の
蓮
成
寺
が
担
当
し
ま
す
。

以
下
棺
の
前
で
僧
侶
に
続
い
て
幸

左
衛
門
以
下
十
一
名
が
焼
香
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
親
戚
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の

後
の
野
辺
送
り
に
は
、
こ
の
十
一

名
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
親

族
が
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
は
、
葬
送
儀
礼
の
研

究
か
ら
も
貴
重
な
資
料
で
、
い
わ

ゆ
る
、
親
戚
・
組
寺
の
問
題
を
考

え
る
た
め
の
糸
口
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。
併
せ
て
、
現
在
の
お
葬

式
の
方
法
を
民
俗
調
査
で
聞
い
て

比
べ
て
み
る
と
面
白
い
で
し
ょ
う
。

茂
原
市
文
化
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審
議
会
委
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菅
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幸
裕

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９　
6
⒇
１
６
０
７

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

昔
の
お
葬
式
（
一
）
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日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時
《内科系》 《外科系》

5月 3日㊌㊗ 宍 倉 病 院
☎（24）2171

宍 倉 病 院
☎（24）2171

5月 4日㊍㊗ むなかたクリニック
☎（44）5155

聖 光 会 病 院
☎（35）5151

5月 5日㊎㊗ 鈴 木 医 院
☎（22）2630

菅 原 病 院
☎（25）1171

5月 7日㊐㊐ 宍 倉 病 院
☎（24）2171

宍 倉 病 院
☎（24）2171

5月14日㊐㊐ 茂 原 中 央 病 院
☎（24）1191

須田外科・歯科医院
☎（23）7748

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、6（25）8448へお問い合わせください。

今月の日曜開庁 5月28日㊐  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所（ほのおか館内）☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※ 一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください。

※�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

の
登
録
商
標
で
す
。

【人口と世帯数】 令和5年４月１日現在
●総人口　87,096人 ●世帯数　41,735世帯
●　男　　43,068人 ●　女　　44,028人
【3月中の動き】

●転入 533人 ●転出 551人 ●出生 37人 ●死亡 109人☎0
（通話無料）
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防災行政無線が再確認できます
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登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　5（20）1602

会員募集中‼ 毎月第1・3水曜日　13時～15時
総合市民センター（町保13-20）

問合せ　茂原市社会福祉協議会　☎(23)1969

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

いきいき仲間たちいきいき仲間たち

六点会

点字だからこそ
伝わるものがある

　一文字一文字、手作業で丁寧に正確に打たれる
“点字”。皆さんは、点字に触れたことはありますか？

「六点会」の皆さんは、「視覚に障害のある方々に
読書などを楽しんでもらいたい」そんな思いで、会
発足以来、約40年間点訳の活動を続けています。
その中で毎月発行される“六点会だより”はメンバーが
当番制で探してくるコラムのほか、文芸作品を掲載。
概ね10頁程度で構成されています。作成は、点訳
に必要な「分かち書き」と言われる重要な作業を月
2回の定期活動日に行い、文章をどこで区切るかを
みんなで話し合い、読み方などを確認、その後各自
が自宅に持ち帰り点訳します。長年活動しているメン
バーの一人は、六点会だよりを読んでいる方から『パ
ソコンやスマートフォンが普及し、視覚に障害がある
方々のコミュニティ支援が充実してきているが手打ち
の点字に“意義”がある。続けてほしい！』と言われ、

「その言葉が今も心に残っているからメンバーと共に
有意義な時間を過ごせている」とうれしそうに話して
くれました。

　しかし最近では、六点会だよりを読む方が徐々に
減ってきているため、「この記事を読んでもらい読む
側、作る側が増えることを期待したい」また、「周り
に目の不自由な方が居たらぜひ紹介してほしい」と、
より多くの方に読まれることを願っていました。
　そして最後に「点字は細かい作業で大変だけど、
視覚に障害がある方は皆さん明るく前向きで、接す
ることでとても勉強
になり励みにもな
る。若い方たちに
もぜひ経験してもら
えたらうれしい」と
活動を通してのメッ
セージを伝えてくれ
ました。
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▲六点会だよりと
　年1回発行されるカレンダー


